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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、北海道の四大黒耀石の一つである置戸産黒耀石に注目し、先史時代
の同原産地における資源環境および資源利用の変遷過程を解明することである。本研究では置戸黒耀石原産地の
調査を周辺領域(測量学・地質学・分析科学・埋蔵学)と協力し多角的に実施することで、上記課題に取り組ん
だ。その結果、先史時代の当該原産地における人類活動が大形黒耀石原石(5cm以上、401g以上)の多寡といった
資源環境の変化や自然環境(谷などの水の影響の有無)と密接に関連する可能性を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This project aims to understand the availability of environmental resources 
and the process of human adaptation to it throughout the course of the prehistoric period in the 
Oketo obsidian source area, one of the four major obsidian sources located in Hokkaido. The project 
addressed the tasks by performing a series of interdisciplinary work with geodesy, geology, 
analytical chemistry, and taphonomy. As a result, it has successfully demonstrated the close 
connection between prehistoric human activities, natural environment (the presence of creeks and 
such), and resource availability (the amount of large raw materials and such) in the area.

研究分野： 先史考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果の学術的意義は、置戸黒耀石原産地の資源情報が復元され、同原産地における資源環境および資源利
用の変遷過程が把握されたことである。本研究により、先史時代の当該原産地における人類活動が資源環境と自
然環境と密接に関連することが明らかになったことで、原産地研究に「資源・自然環境と人類活動の対応関係の
解明」という新たな視点を提示したことは重要な成果といえる。また、社会的意義としては、発掘調査時に地元
中学生を対象とした地域連携事業を実施することで、本研究の成果だけでなく地域における文化財の重要性につ
いても発信できたことがあげられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
北海道の先史時代を特徴づける資源の一つに、主要な石器石材として用いられた黒耀石があ

る。北海道東部の主要石材である置戸産黒耀石に関する研究は、これまで主にその消費地を対象
に行われてきた。それにより、(1)同原産地を構成する二つの産地（置戸山・所山）のうち、置戸
山産黒耀石の利用は稀であり所山産が主に用いられたこと(杉原ほか 2009)や、(2)先史時代を通
じた長期的な利用および本州・サハリンに至る広域な利用が明らかにされ、先史時代における資
源の流通や社会関係を考察する上で国内外でも注目を集めている(Kuzmin2014、大塚 2019)。 
このように消費地における置戸産黒耀石の利用状況が明らかにされつつある一方で、原産地

自体を対象とした研究は進んでおらず、当時の資源利用の全体像は消費地から一方的に推測さ
れたものにとどまっていた。そこで、申請者は原産地－消費地の双方向的観点から資源利用を議
論する基盤を作るべく、置戸黒耀石原産地における黒耀石の産状や特徴といった黒耀石資源情
報の整備と、資源利用の起点となる原産地開発の様相解明を目的に調査研究を実施してきた。 
その結果、同原産地における黒耀石資源情報の整備が完了する(大塚 2016)とともに、原産地に

おける人類活動についてもその一端を把握することができた。特に、当該原産地の利用は旧石器
時代の所山が主体であったと考えられてきたのに対し、これまで人類活動が想定されていなか
った置戸山において縄文時代に属する大規模石器製作跡が初めて確認されるなど、従来の見解
を覆す重要な成果が得られている(大塚ほか 2016、大塚ほか 2016、大塚ほか 2018、大塚宜明ほか
2018)。また、所山における旧石器時代の人類活動についても、石器群ごとに原産地利用のあり
方が異なる(大塚 2018、大塚・金成 2018、大塚ほか 2016、大塚ほか 2017)ことが明らかになりつ
つあることから、置戸黒耀石原産地では時代・時期により原産地開発の様相が多様であったこと
が想定される。 
したがって、置戸産黒耀石を対象に、原産地－消費地の双方向的な観点から資源利用およびそ

の変遷過程へと議論を発展させるために、同原産地のより詳細な実態解明が大きな課題となっ
ている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、北海道の四大黒耀石の一つである置戸産黒耀石に注目し、先史時代の同原産

地における資源の利用やその変遷過程を解明することである。置戸産黒耀石に関する研究は、上
述したように、これまで主にその消費地を対象として行われ、先史時代を通じて利用され続けた
ことや本州・サハリンに至る広域に流通することが明らかにされている。一方、黒耀石原産地自
体を対象とした研究は皆無に等しい状況であり、原産地-消費地の双方向的観点から資源利用を
議論する上で大きな課題となっている。本研究では置戸産黒耀石原産地の調査を周辺領域(測量
学・地質学・分析科学・埋蔵学)と協力し多角的に実施することで、置戸産黒耀石の資源環境の
変遷および、先史時代における当該原産地における資源利用の変遷を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、置戸黒耀石原産地を対象に、下記の 3項目について調査を実施する。なお、調査
地は山地に位置することから、土砂崩れなどの自然的な地形改変により当時の景観が著しく変
化している可能性、また遺物や遺跡が原位置から移動している可能性がこれまでの調査により
想定されている。そのため、3つの調査項目全てにおいて周辺領域と協力し多角的に作業を進め、
調査そのものの信頼性を高めることに努める。 
    
調査項目 1.置戸黒耀石原産地における人類活動の把握 
 (1)遺跡の分布・発掘調査(置戸山を対象に) 
 遺跡の分布・発掘調査を実施し、原産地における人類活動の情報を拡充する。特に置戸山につ
いては、近年申請者の調査により活発な人類活動が判明したばかりであり、情報のさらなる拡充
が必要である。分布調査により遺跡の分布や立地を明らかにするとともに、縄文時代に属する槍
先形尖頭器の大規模製作跡である置戸山 2 遺跡の発掘調査を実施し、縄文時代の石器製作作業
の内容や作業量を具体的に明らかにする。 
 (2)既報告資料の再分析(所山を対象に) 
 所山に位置する旧石器時代の大規模石器製作跡である置戸安住遺跡の既報告資料(明治大学博
物館所蔵)を再分析し、旧石器時代の人類活動を石器群ごとに明らかにする。その上で、分布調
査の成果と総合的に検討することで、旧石器時代の各石器群における石器製作の内容や作業量
の異同および、旧石器時代の原産地開発の実態を明らかにする。 
 
調査項目 2.原産地における人類活動と黒耀石資源情報の整理に基づく資源利用の復元 
 調査項目 1 により把握された人類活動と、同原産地内の黒耀石資源情報とを対照させること
で、原産地における時代・時期ごとの資源利用のあり方(原石の選択および採集場所の特定を含
む)を明らかにする。その際、本研究課題の主体となる置戸山 2 遺跡については、本課題で作成



する三次元測量による遺跡周辺詳細地形図を利用し、より微視的な観点から黒耀石原石の分布
と人類活動の関係の解明を試みる。 
 
調査項目 3.置戸黒耀石原産地における資源利用の変遷過程の解明 
 調査項目 2 の成果の通時的な検討により、置戸黒耀石原産地における資源利用の変遷過程を
解明する。具体的には、所山・置戸山の二産地について、人類の利用時期・原石の調達法・製作
物および遺跡の規模に注目し比較検討することで、本調査項目を明らかにする。 
 
 上述の調査項目で基本的に実施したが、本研究期間中に新型コロナウィルスが流行し、野外調
査にかかわる調査項目 1・2 の規模を縮小して実施せざるをえない状況になった。そのため、調
査項目 4.消費地における黒耀石利用の事例蓄積を急遽設定し取り組んだ。 
 
４．研究成果 
調査項目 1.置戸黒耀石原産地における人類活動の把握 
(1) 遺跡の分布・発掘調査(置戸山を対象に) 

 原産地における人類活動の情報を拡充するため、特に置戸山に力点を置き、置戸山 2遺跡の発
掘調査とその周辺を対象とした分布調査を実施した。 
その結果、石材資源について、置戸山における石器の原料となりうる大形黒耀石(5cm 以上、

401g 以上)の分布範囲と資源量の相違を把握するとともに、当該遺跡の北部と西部では黒耀石の
質が異なり、供給時期にも違いがあることが明らかになった。また、それらの黒耀石資源の情報
と、調査地点の土層堆積の状況や遺物の出土量を総合的に検討することで、遺跡の広がりの限界
が自然状態での大形黒耀石原石の有無やその供給時期および、遺跡形成時期(縄文時代)の地形
の状況(谷などの水の影響の有無)と密接にかかわることを明らかにした。 
 (2)既報告資料の再分析(所山を対象に) 
 所山に位置する旧石器時代の大規模石器製作跡である置戸安住遺跡の既報告資料(明治大学博
物館所蔵)を再分析し、常呂川流域における湧別系石器群(札滑石器群・白滝石器群)の石材利用
を検討した。その結果、札滑石器群と白滝石器群では、原料獲得消費の方式が大きく異なること
が明らかになった。また、これまでの置戸安住遺跡の再整理成果と分布調査の成果を総合的に検
討することで、旧石器時代では黒耀石原産地の地形的特徴や黒耀石資源の分布状況にあわせて、
標高ごとに異なる石器製作活動を展開するような資源利用方法がとられていることを明らかに
した。 
 
調査項目 2.原産地における人類活動と黒耀石資源情報の整理に基づく資源利用の復元 
 本調査項目では、ドローンによる広域な地形測量と、Lidar による詳細な地形測量を実施し、
置戸山 2 遺跡付近を中心とする置戸山黒耀石原産地の三次元地形データを取得した。これらは
遺跡を理解する上で基盤となる情報であり、これまでの分布調査成果と統合することで、置戸山
産黒耀石の供給のあり方と人類活動の関係を立体的に考察する重要な成果を得ることができた。 
また、遺跡周辺は山間部に位置するため、ドローンでは撮影が困難な森林地帯での三次元情報

取得の実験も並行しておこない、調査精度の向上と調査の効率化を果たすための方法論と調査
機材を開発した。本研究で実施したデジタル三次元測量は、北海道の黒耀石原産地で初めての実
施事例であり、原産地における黒耀石原石の分布および人類活動と遺跡周辺地形との関係性が
立体的に検討可能になることから、本研究は今後の原産地研究の調査モデルを提示したことも
重要な成果である。 
 
調査項目 3.置戸黒耀石原産地における資源利用の変遷過程の解明 
以上の成果から、置戸黒耀石原産地を対象とした黒耀石資源の分布状況とその利用のあり方

を具体的に明らかにすることができた。本研究による一連の調査成果は、旧石器時代・縄文時代
といった時代の違いを越えて、石器の原料となる大形黒耀石原石の分布状態を反映し、人類活動
が展開されていたことを示すものであった。先史時代における当時の原産地開発の条件を考え
る上でも基礎となる重要な成果といえる。 
一方で、置戸山 2 遺跡の発掘調査では、資源環境だけでなく、自然環境(沢などの水の影響の

有無)が人類活動と密接にかかわりをもつことが明らかになった点も重要である。本研究成果は、
同じ原産地内であっても自然環境の違いが人類活動を規制することを示唆しており、微視的な
視点から原産地内での人類活動を検討する必要性を示した点でも高い意義を有する。 
 
調査項目 4.消費地における黒耀石利用の事例蓄積 
 消費地の資料として、道南ではせたな町南川 2遺跡(アイヌ文化期)、同南川遺跡(続縄文時代)、
道東では斜里町ピラガ丘遺跡(縄文時代)、同ウトロ遺跡(続縄文時代、オホーツク文化)、チャシ
コシ岬下 B 遺跡(オホーツク文化)を対象に黒耀石原産地推定分析を実施し、新規の事例の蓄積
をはかった。あわせて、北海道および周辺地域の黒耀石原産地推定分析結果の集成作業を行い、
当地における黒耀石利用の変遷やその背景について検討した。 
 



最後に本研究の学術的・社会的意義を簡潔に記載する。本研究成果の学術的意義は、置戸黒耀
石原産地の資源情報が復元され、同原産地における人類の活動内容とその変遷過程が把握され
たことである。本研究により、先史時代の当該原産地における人類活動が資源環境と自然環
境と密接に関連することが明らかになったことで、原産地研究に「資源・自然環境と人類活
動の対応関係の解明」という新たな視点を提示したことは重要な成果といえる。また、置戸
産黒耀石は、先史時代を通じた長期間、本州・サハリンに至る広域に利用されていることから、
本研究で明らかにされた原産地の様相とそれらの消費地の状況を総合的に捉えることで、当時
の資源の流通形態や社会のあり方についても議論が発展可能となったことも重要である。 
社会的意義としては、調査期間の毎年、町教育委員会と連携し地元中学校の一年生を対象とし

た「ふるさと教育学習」を発掘調査の現地でおこない、文化財の意義について継続的に発信した
ことである。その取り組みは、調査対象となる自治体だけでなく、北海道新聞や地元紙への掲載
や地域の情報番組として You Tube での動画公開を通して、大学による調査研究の意義や文化財
の重要性について広く社会に発信できたことは重要な成果といえる。 
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